
医学系研究科博士前期課程保健学科専攻　カリキュラムマップ
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1 １・２ 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

2 １・２ 2 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎

3 １・２ 2 ○ ◎ ◎

4 １・２ 2 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

5 １・２ 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

6 １・２ 2 ○ ◎ ○ ◎

7 １・２ 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

8 １・２ 2 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

9 １・２ 2 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 １・２ 2 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

11 １・２ 2 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○

12 １・２ 2 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

13 １・２ 2 ◎ ○ ◎ ◎

14 １・２ 2 ◎ ○ ○ ○ ○

15 １・２ 2 ◎ ○

16 １・２
　

2

17 １・２ 2 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

18 １・２ 2 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

19 １・２ 2 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

20 １・２ 2 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

21 １・２ 2 ◎ ○ ○

22 １・２ 2 ○ ◎ ◎ ◎

23 １・２ 2 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎

24 １・２ 2 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

25 １・２ 2 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎

26 １・２ 2 ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

27 １・２ 2 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○

28 １・２ 2 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 １・２ 10 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

30 １・２ 2 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 １・２ 2 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 １・２ 2 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 １・２ 2 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 １・２ 2 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 １・２ 2 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

36 １・２ 3 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎

37 １・２ 3 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎

38 １・２ 4 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎

39 １・２ 2 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

40 １・２ 2 ◎ ○ ○ ○

41 １・２ 2 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

42 １・２ 2 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

43 １・２ 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

44 １・２ 2 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

45 １・２ 2 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

46 １・２ 2 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

47 １・２ 2 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

48 １・２ 2 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

49 １・２ 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

50 １・２ 2 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

51 １・２ 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

52 １・２ 2 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○

53 １・２ 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

54 １・２ 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

55 １・２ 2 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○

56 １・２ 2 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○

57 １・２ 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

58 １・２ 2 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

59 １・２ 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

60 １・２ 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

61 １・２ 2 ◎ ○ ○

62 １・２ 2 ○ ◎ ◎ ◎

63 １・２ 10 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

64 １・２ 2 ◎ ◎ ◎ ◎

65 １・２ 2 ◎ ◎ ◎ ◎

66 １・２ 2 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○

67 １・２ 2 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○

68 １・２ 2 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

69 １・２ 2 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

70 １・２ 2 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎

71 １・２ 2 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎

72 １・２ 2 ◎ ○ ○ ○

73 １・２ 2 ◎ ○ ○ ○

74 １・２ 2 ○ ◎ ◎ ◎

75 １・２ 2 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○

76 １・２ 2 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

77 １・２ 2 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

78 １・２ 2 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

79 １・２ 2 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

80 １・２ 2 ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

81 １・２ 2 ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

82 １・２ 1 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

83 １・２ 1 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

84 １・２ 1 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

85 １・２ 1 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

86 １・２ 10 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○

DP1 DP2

高度な専門性と学識 豊かな教養

No
科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数

看護理論特論

研究者の基礎となる知的
財産権，その他研究者の
活動にともなう関係法令
を理解できる。

産学公連携に寄与するこ
とで，社会に貢献できる。

医療倫理学特論

看護倫理学特論

医療情報学特論

医療コミュニケーション特論

国際保健・医療特論

ヘルスプロモーション特論

備考

高度な知識と技術によ
り，医療の高度化に対応
する能力を身に付け，専
門職業人として活躍がで
きる。

各専門職種の知識を生
かし，地域医療の実践の
場や，県・国の保健行政
に参画できる。

医療倫理，研究者倫理に
関する医学保健学領域
の研究を行うことができ
る。

リーダーとして，病院や保
健行政機関を管理・運営
及び指導できる。

地域保健・医療等に寄与
することで，社会に貢献
できる。

グローバルな知識と高度
な倫理観を備えることで，
人類の健康増進と医学・
生命科学の発展に貢献
できる。

専門的な技術並びに豊
かな人間性により，臨床
検査技術の発展に貢献
できる。

共
通
科
目

基
礎
・
地
域
看
護
学

ストレスと危機理論

クリティカルケア看護学特論Ⅰ

クリティカルケア看護学特論Ⅱ

クリティカルケア看護学演習

クリティカルケア看護学実習Ⅰ

地域看護学特論Ⅱ

地域看護学演習Ⅱ

医療行動科学特論

医療行動科学演習

特別研究

臨床治療管理学特論

クリティカルケア看護学特論Ⅲ

地域看護学演習Ⅰ

人間存在とライフステージ

コンサルテーション論

フィジカルアセスメント特論

横断的教育科目

基礎看護学特論

基礎看護学演習

看護教育学特論

看護教育学演習

病態生理機能学特論

臨
床
看
護
学

看
護
学
領
域

分子細胞解析学特論

分子細胞解析学演習

小児看護学演習

遺伝看護学特論

遺伝看護学演習

老年・在宅看護学特論

老年・在宅看護学演習

精神看護学特論

精神看護学演習

女性健康支援学特論

女性健康支援学演習

小児看護学特論

がん看護学実習Ⅲ

がん看護学実習Ⅳ

がん看護学実習Ⅴ

成人看護学特論

成人看護学演習

がん緩和ケア学特論Ⅱ

がん緩和ケア学特論Ⅲ

がん緩和ケア学特論Ⅳ

がん看護学実習Ⅰ

がん看護学実習Ⅱ

生
体
情
報
検
査
学

生
体
情
報
検
査
学
領
域
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DP3

自律・協働する力と物事をかたちにする力

リーダーとして，組織を管
理・運営及び指導でき
る。

自身の研究テーマに対し
て，情報や知識を複眼
的，論理的に分析し，的
確に表現できる。

研究テーマに沿った仮説
に基づいた，検証を行え
る情報を準備し，論文とし
てまとめ，第三者へ説明
をすることができる。

研究を進める上で発生す
る諸問題について，それ
を問題として認識した上
で，解決に必要な情報を
収集・分析・整理し，その
課題（問題）を確実に解
決できる。

病態応用検査学演習

再生医療・細胞療法学特論Ⅰ

再生医療・細胞療法学特論Ⅱ

再生医療・細胞療法学演習Ⅰ

再生医療・細胞療法学演習Ⅱ

機能情報解析学特論

機能情報解析学演習

臨床画像診断学特論

臨床画像診断学演習

病態応用検査学特論

高次神経情報科学演習

遺伝情報検査学特論

遺伝情報検査学演習

検査診断情報学特論

検査診断情報学演習

臨床薬理学特論

DP4
看護領域履修者に求められる資質・

能力
生体情報検査学領域履修者に求められる資質・能力

DP5

特別研究

細胞情報解析学特論

細胞情報解析学演習

病原体情報解析学特論

病原体情報解析学演習

高次神経情報科学特論

特別研究

クリティカルケア看護学実習Ⅱ

クリティカルケア看護学実習Ⅲ

がん病態生理学特論

がん看護理論特論

がん看護援助特論

がん緩和ケア学特論Ⅰ

病態生理機能学演習

地域看護学特論Ⅰ

看護学研究方法特論

生体情報学研究方法特論

遺伝医療学特論

看護管理学特論

◎：DPの達成に大いに貢献する

○：DPの達成に貢献する


